（参考資料　Ⅲ-57 車両借上契約書）
車両借上契約書

ＮＰＯ法人○○○○（以下「甲」という）は、　　　　　　（以下「乙」という）との間に、乙が甲からの指示に基づいて行う業務を乙の車両をもって行う場合、次の車両借上契約を締結する。

第1条 甲は、乙の所有する次の車両を借上げるものとする。

1、 車種名並びに排気量

2、 車両番号及び年式

3、 車両の名義人　

第2条 車両の借上料は、１キロメートル当たり○○円とする。ただし、支給限度額を月額○○○○円、年額○○○○円とし、月額支給上限額を超えた金額は、次月に繰り越すことができることとする。なお、この繰り越すことができる期間は、毎年○月○日からの１年間とする。

この車両の借上料は、車両の償却費、維持費及び燃料費等を内容とする。

　　　

第3条 借上車両は、安全整備が確認できるもので、次の条件を満たしているものを借上げるものとする。

1、 自動車賠償損害保険・・・法定額とする

2、 任意保険

（1） 対人保険・・・無制限　　　　　

（2） 対物保険・・・５００万円以上

（3） 搭乗者保険・・・５００万円以上　　　

第4条 乙は、第３条の自動車保険加入証書を契約書に添付しなければならない。

第5条 借上車両の業務上の交通事故、火災、盗難等（以下「自動車事故等」という）により発生する損害（被害者に対する損害賠償金、自動車の修理代金等）は、すべて乙の保険により負担するものとする。また、乙の自動車保険を使用した場合の残額も乙が負担するものとする。

第6条 借上車両の自動車事故等により、甲が損害を受けたときは、甲は乙に当該損害金額を求償できることとする。

第7条 道路交通法違反による罰金、科料、免許の取り消し等は、すべて乙が自己の責任と負担で処理しなければならない。

第8条 この契約は、平成　　年　月　日より平成　　年　　月　　日までの１年間とする。

ただし、甲、乙どちらか一方の申し出により、この契約を解除することができるものとする。

また、甲、乙どちらか一方からの解約の申し出がない場合には、上記に契期間は自動的に更新されたものとする。

第9条 本契約に定めがない事項については、甲、乙協議の上、定めるものとする。

　本契約の成立の証として、本書２通を作成し、甲、乙各１通を保有するものとする。

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　
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